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奪、感光確面変位を払　拭転角を戌藍すると、回転角度藍磯

面壁睦靂鮎碍開韓式娃次式鞘碍よ酎芸親藩転結巣藍し竃鮎

は山こほぼ比例することをこなる昏宅鞄還鞘

l．緒言

本報告では前鞄lきに続いて、Å力軸と出力軸とが回転し

ながちトルタを鼠達している醜態億劫窪を目的としたぬじ

りトルク計において、静トルク、軌トルクの測定、機諾；自

体の小里化と帽量†との字音易さ、および微小トルク桝1岨三が

できると同時に安価で簡単な構造の非接触式トルク計につ

いて検討を行った。

ユ．非接触式微小ねじりトルク計の構造と原理

王・盟構造

Fig‘王に奉卜錐夕針のシ芋テム園を示す。
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本トルク封はトルク討自体の摩擦力による測定トルクへ

の影響を避抒るた軌Å力軸のみにべアリンダを蹄昆Å再

出力細部にはベアリングのない構造とした。測定システム

としては、伝達軸に作用するトルクによるねじれを入出力

紬に取り付けたヱ偶の同楷状のカムにより端面饗す立に変換す

る部分と、フォトセンサからの変位信号を処理する部分と

に分かれる。

ヱ・ヱねじれ変換部の構造

本鞘ではねじれ部に薄板ねじりバネ方式を採J・亨■＝ノた。ば

ねの諸元は幅1血11町仁摩さ0．6nlnl，有効長さ55．5nlnlであり、

負荷トルク25kが・crmの帖、約i50のねじれを隼ずるように

設計してある。

ヱ・3カム形状

反射面となるカム軋基礎円単酎星芝地珊1最東端面変
位Ⅰ・Ⅰ＝5．86111汀lである8枚憶カムを用いた。このカムはワイヤ

】放電加工で作成上恵も菌であ牒虚膵癌句瑚
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Å出力軸岡力封竃潤相対的な位置関掛緋敏和握嶺翫

図は、回転数Nで回転し、トルク1、が仲川して内壁帖差αを

生じたときを示すいん〟紬上での臓面愛情鳶は、ll王〕である。

蓋挙雲変位倍背馳理法

人力軸と出力相似の汁りJi屯けの差をとることでトルクに

応じた出力鵜ノー二王三を得ることができるが、さらにカムの臓りヱ

藷の位相を持つ位置に恵ンサを配置し毛　塚れ琶澄切牒暫虜

ることで静止トルクの測定も可能となるが、この方法では

軸山偏心があるj羞rH、ニは、反射浦上セン町坤蹄鮒が変化し、

センサによりf二巨ずる亀住の振痛が変化する。この解決法と

して、それぞれのセンサとJ・片肘称の帖；酎こもう1つのセンサ

を配置し、各汀＝．Jの平均を取ることで、紬の偏虻、の駐響を

う封ナないようにしたことはI嗣ほで裡目した。（トigl）

さらにと・iりJ電圧の落ち込み部分をなくし、トルクと出力

電圧の比例範囲を拡大するためには、チャンネル致を増や

‾jことが考えちれる。そこでふ帽ではトIg4に′jこすようにl

つのカムにつきヨ対のセンサを塚艶ぞれi5¢（歯iブヨ韓き£引立絹

差を拍つような位置に配置し、台昌ト1＿2Chのセンサを用いた。
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監や出尭碍穫およぴカ ム の軽度を向上 し- 泣3力電圧 鍔 愛車

幅を小さくする必要がある.

寮研究蓄三顧鰻力い ただい 恵凌辱生野内襲臣3 乏漂および磯城
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